














研究の背景および目的 

これまでの母子関係の研究はどちらかといえば母子関係形成にはたす母親側の態度に注目

し,小児に何らかの問題が発生した時点において過去における母子関係,あるいは親子関係

のあり方を調査する retrospective method による研究が多かったといえよう。 

しかし,最近では母子関係が母親と子どもの相互作用による two way process によってなり

たっているという見解を示す報告が多く,乳児の存在は母親行動の開発に大きな役割を果

たしていることが認められてきている。また,母子関係の形成は家族のあり方とも力動的に

関連しているので,父子関係の形成および親子関係の形成とそれらに影響を及ぼすかもし

れない妊娠・分娩への夫の参加にも注目されてきている。一方,小児期にみられる被虐待症

候群や failure to thrive などの母子関係は多くの場合に,すでに母親が妊娠中から父親も

含めて家族として潜在的問題をかかえていることも報告されている。 

このような背景から,この研究は①妊娠中からの母子関係の形成を父子関係の形成をも考

慮しながら prospective method により検討し,②母子の形成にリスクの高い者をみいだす

スクリ一二ング方法を考案し,③ハイ・リスクの者への援助の方法を実用的観点から明らか

にすることを目的としている。以下はそれぞれの sub-group で実施された研究の概略であ

る。 


